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合
併
協
定
で
水
道
料
金
は
、
平
成
27
年
度
に

旧
志
賀
地
域
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
無
作
為

抽
出
に
よ
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
早
急
に
料

金
の
統
一
化
を
求
め
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
５
年
間
前

倒
し
し
て
統
一
す
る
こ
と
と
し
、「
志
賀
町
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
志
賀
町

水
道
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」、「
志
賀
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
お
よ
び
「
志
賀
町
簡
易
水
道

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
水
道
事
業
の
状
況
や
料
金
改
定
に
至

る
ま
で
の
経
過
と
新
し
い
料
金
体
系
、
計
算
方

法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ぜ
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

　

志
賀
町
富
来
地
区
上
水
道
の
区
域
、
熊
野
地

区
簡
易
水
道
の
水
道
料
金
は
次
ペ
ー
ジ
、
表
１

か
ら
表
２
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
、
表
３
か
ら
表

４
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

水
道
料
金
表

　

６
月
１
日
以
降
に
検
針
し
た
水
道
料
金
（
６

月
納
入
分
）
か
ら
の
改
定
と
な
り
ま
す
。

料
金
改
定
の
内
容
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表１（統一前の富来地域の料金）　　　　　　　　　　　　（税込み）
基本料金（１カ月につき） 超過料金

（１㎥につき）水　　量 料　金

10㎥まで 2,415円 189円

表２（統一後） （税込み）

種　別

基本料金
（１カ月につき） 超過料金（１㎥につき）

水　量 料　金 11 ～
50㎥

51 ～
100

101 ～
200

201 ～
300 301 ～

一　 般　 用 10㎥
まで 1,575円 168円

178円 189円

210円

営　 業　 用 15㎥
まで 2,520円

16 ～
50

168円
210円 231円

官公署・学校用

50㎥
まで 8,400円

－ 210円

公衆浴場用 － 168円

公共および
事 業 用 －

178円 189円 210円
工 業 用 －

一時的使用
（１㎥につき）

給水装置を工事に
より設置する場合 304円

消火栓から使用 1,050円
⬅表４（統一後） （税込み）

口　径 金　額

13 ｍｍ 105 円

20 ｍｍ 199 円

25 ｍｍ 210 円

30 ｍｍ 336 円

40 ｍｍ 388 円

50 ｍｍ 2,331 円

75 ｍｍ 3,003 円

⬅

　

こ
れ
ま
で
、
富
来
地
域
の
水
道
料
金

は
表
１
を
基
準
に
課
金
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
６
月
１
日
以
降
に
検
針
し
た
水
道

料
金
（
６
月
納
入
分
）
に
つ
い
て
は
、

志
賀
町
全
体
で
統
一
料
金
と
な
り
、
表

２
に
よ
り
料
金
が
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

下
記
に
一
般
的
な
使
用
例
を
も
と
に

１
カ
月
あ
た
り
で
ど
れ
だ
け
料
金
が
違

う
の
か
を
比
べ
た
計
算
例
を
示
し
ま

す
。

料金の計算例　一般用口径 20 ｍｍで１カ月の使用水量が 30㎥の場合（税込み）

料金の計算例　営業用口径 30 ｍｍで１カ月の使用水量が 80㎥の場合（税込み）

現行料金（富来地域）
基   本   料   金

    （１㎥～ 10㎥までの
      水量料金含む）

2,415円

11㎥～の超過料金 3,780円 189円×20㎥

メーター使用料 105円

合計使用料金 6,300円

現行料金（富来地域）
基   本   料   金

    （１㎥～ 10㎥までの
      水量料金含む）

2,415円

11㎥～の超過料金 13,230円 189円×70㎥

メーター使用料 105円

合計使用料金 15,750円

改　定　料　金
基   本   料   金

 （１㎥～ 100㎥まで
　の水量料金含む）

1,575円

11㎥～ 30㎥まで
の超過料金 3,360円 168円×20㎥

メーター使用料 199円

合計使用料金 5,134円 ※1,166円の値下げ

改　定　料　金
基   本   料   金

    （１㎥～ 15㎥までの
      水量料金含む）

2,520円

16㎥～ 50㎥まで
の超過料金 5,880円 168円×35㎥

51㎥～ 80㎥まで
の超過料金 5,340円 178円×30㎥

メーター使用料 336円

合計使用料金 14,076円 ※1,674円の値下げ

表３（統一前の富来地域の料金）

( 税込み）

口　径 金　額

１個につき（全口径） 105 円

「水道料金」「メーター使用料」
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　ここが知りたい！水道事業Q&A

Ｑ．水道水を１㎥供給するためにかかる費用は？

　水道水を供給する値段は、供給するための費用を原価として
設定されています。例えば上水道の場合、平成20年度決算では、
費用原価は5億6,155万6,345円（総費用ー受託工事費ー特別損失）
で１㎥あたり202.27円の費用がかかります。一方、１㎥の水を供
給したときの収入を示す供給単価は、198.97円となります。
　単純に給水にかかる費用を水道料金のみで賄おうとすれば、料
金設定としては、202.27円以上の単価として設定されることにな
ります。
　しかし、実際の水道料金は、水の需要予測や施設の更新計画な
どを考慮し、総括原価方式に基づき設定されています。

Ｑ．料金改定後の収支見込はどのようになっていますか。

　平成20年度の決算状況と平成25年度までの経営見込みについては下表（表５）のようになっています。

Ｑ．今回の料金統一で富来地域は一律値下げとなるのですか。

　一般用や営業用では、ほとんどの場合が現在の料金より値下げとなります。しかし、１カ月の水道使用量が300㎥を超
える場合や営業用で１カ月の水道使用量が10㎥未満の場合、工業用の50㎥までなどは、現在の料金より高くなる場合が
あります。
※詳しい金額については、料金表に基づいて計算してください。
　また、ホームページにも料金表やエクセルで作成した料金計算シートを公開しています。

Ｑ．料金改定後の水道料金は県内でどのくらいの水準になっていますか。

　水道料金改定後の水準を県内で比較すると下表（表６）のようになります。
　比較は口径20㎜の一般家庭で、月に10㎥使用した場合。

（表５）

上
水
道

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
収　　入 6億7,238万6千円 6億3,940万円 5億9,761万2千円 5億9,292万4千円 5億8,697万6千円 5億7,918万5千円
支　　出 5億6,441万3千円 5億5,626万1千円 5億4,614万6千円 5億4,277万4千円 5億4,323万1千円 5億3,769万6千円
収支差引 1億7,973万円 8,313万9千円 5,146万6千円 5,015万円 4,374万5千円 4,148万9千円

　料金統一される平成 22 年度の収支差引見込みは、5,146 万円程度の純利益を見込んでいます。
　その後は、人口の減少などによる有収水量の減少に伴い、純利益は徐々に減少していくものと予測しています。

表６
円
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志
賀
町
の
水
道
事
業
は
、
志
賀
町
上
水
道
事

業
と
熊
野
地
区
簡
易
水
道
事
業
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
水
道
の
運
営
は
町
の
一
般
会

計
か
ら
独
立
し
て
一
つ
の
企
業
と
し
て
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
料
金
収
入
を
財
源
と
し
て
経
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
平

成
20
年
度
決
算
で
、
約
１
億
７
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
人
口
の
自
然
減
に
よ
る
料
金
収
入
の

減
少
予
測
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
事
業
費

の
増
大
な
ど
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
経
費

削
減
に
一
層
の
努
力
を
し
、
安
全
で
安
心
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
水
道
水
を
供
給
し
て
い
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

志
賀
町
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
総
合

的
に
分
析
し
た
上
で
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を

描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
や

工
程
を
包
括
的
に
示
す
も
の
と
し
て
「
志
賀
町

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
信
頼
で
き
活
力
あ
ふ
れ

満
足
さ
れ
る
地
域
の
水
道
」を
基
本
理
念
に「
環

境
に
配
慮
し
た
水
道
」「
健
全
で
持
続
可
能
な

水
道
」「
安
定
し
て
供
給
で
き
る
水
道
」「
安
心

し
て
飲
め
る
水
道
」
の
４
つ
の
基
本
方
針
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

※
志
賀
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
状
況
と
今
後
の
取
組
み

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

お
問
合
わ
せ
先　

志
賀
町
上
下
水
道
課

上
水
道
担
当　

☎
32-

９
２
４
１

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
２
４
１

Ｑ．新設加入金や開閉栓手数料はどれくらいかかりますか。

　新たに水道を申し込むときに必要な新設加入金や一時的に休止する場合や再開するときに必要な開閉栓手数料について
も６月から統一料金となります。

新設加入金

開閉栓手数料

（統一前の富来地域の料金）　　　　　（税込み）

メーターの口径 分担金の額

13ｍｍ   10万円

20ｍｍ   15万円

25ｍｍ   17万円

30ｍｍ   20万円

40ｍｍ   30万円

50ｍｍ   45万円

75ｍｍ 100万円

100ｍｍ 150万円

（統一前の富来地域の料金）

区分 金額

給水装置
開・閉栓
手数料

（１件につき）
2,000円

（統一後）

区分 メーターの口径 金額

開・閉栓
（１回につき）

13ｍｍ 　    2,300円

20ｍｍ 　    2,400円

25ｍｍ 　    2,500円

30ｍｍ 　    3,000円

40ｍｍ 　    3,200円

50ｍｍ   2万9,800円

75ｍｍ   3万5,700円

（統一後）　　　　　　　　　　　　　（税込み）

メーターの口径 分担金の金額

13ｍｍ     5万2,500円

20ｍｍ     7万3,500円

25ｍｍ   13万5,450円

30ｍｍ   25万7,250円

40ｍｍ   40万4,250円

50ｍｍ 　　    84万円

75ｍｍ 226万8,000円
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　倒産・解雇などにより離職や
　雇い止めとなった人へ

　国民健康保険税
　が軽減されます。

○
対
象
者
は
？

　

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
お
よ
び
特
定

理
由
離
職
者
（
非
自
発
的
失
業
者
（
離
職
者
））

を
対
象
と
し
ま
す
。

【
確
認
方
法
】

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」（
本
人
所
持
）

に
よ
る
確
認
と
し
、「「
12
」
離
職
年
月
日
理

由
」
欄
ま
た
は
「「
13
」
離
職
年
月
日
理
由
」

欄
の
「
理
由
コ
ー
ド
が
左
記
の
コ
ー
ド
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。対

象
と
な
る
理
由

コ
ー
ド

　

特
定
受
給
資
格
者

「
11
」「
12
」「
21
」

「
22
」「
31
」「
32
」

　

特
定
理
由
離
職
者

「
23
」「
33
」「
34
」

※
特
定
受
給
資
格
者
・
・
・
倒
産
、
解
雇
な

　

ど
の
事
業
主
都
合
に
よ
り
失
業
し
た
人

※
特
定
理
由
離
職
者
・
・
・
雇
用
期
間
満
了

　

な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
人

○
軽
減
額
は
？

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
み
な
し
て
所

得
割
を
算
出
し
ま
す
。

○
軽
減
の
期
間
は
？

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
適
用
さ
れ
、
離

職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
離
職
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

【
例
】

　

離
職
日
Ｈ
22
．
３
．
31　
　

　
　

⬇　

軽
減
期
間　

Ｈ
22
．
４
〜
Ｈ
24
．
３

　

離
職
日
Ｈ
22
．
６
．
20　
　

　
　

⬇　

軽
減
期
間　

Ｈ
22
．
６
〜
Ｈ
24
．
３

○
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は
対
象
外
で
す
か
？

　

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成
21
年
３

月
31
日
以
降
）
に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成
22

年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

【
例
】

　

離
職
日
Ｈ
22
．
10
．
５ 

　
　

⬇　

軽
減
期
間　

Ｈ
21
．
４
〜
Ｈ
23
．
３

○
申
請
に
つ
い
て

　

印
鑑
と
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
志
賀
町
住
民
課　

国
保
年
金
担
当
ま
で　

　

☎
32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
１
２
１

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し

て
志
賀
町
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

山
王
竹
夫
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

志
賀
町
は
、
能
登
半
島
の
中
央
部
に
位
置

し
、
歴
史
と
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
然
豊

か
な
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
変
住
み
や

す
く
、
ま
た
、
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
地
域
を
次
の
世
代
に
し
っ

か
り
と
伝
え
、
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
よ
り

よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
町
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
誠

に
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
と
り
ま
し
て
は
、
地
方
交

付
税
の
削
減
等
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
、
農

業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
等
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県

職
員
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
公
平
・
公
正
な
行
政
運
営
を
基
本
と
し
、

副
町
長
と
し
て
小
泉
町
長
を
補
佐
し
、
行
政

改
革
の
推
進
や
町
民
福
祉
の
よ
り
一
層
の
向

上
の
た
め
に
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
い
た
だ
け
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
る
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

何
卒
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

山
さ ん の う

王 竹
た け お

夫副町長

【経　歴】
昭和 48 年７月石川県庁に奉職
総務部地方課長補佐、企画振興部県民文化局
文化振興課参事、新幹線・交通対策監室担当
課長などを歴任
珠洲市出身、昭和 29 年生まれ　55 歳

法政大学法学部卒

副
町
長
就
任
に
あ
た
り
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☆主な変更点
これまでの児童手当は
対象年齢 小学校６年生まで

支給額
（子ども１人
につき）

月額５，０００円
※３歳未満、第３子以降は
月額１０，０００円

所得制限 あり
⇒

☆手続きについて
　手続きが必要な人
　　　①平成２２年３月末現在、児童手当を所得制限などで受給していなかった人
　　　②今年度、中学校２・３年生の子どもがいる人
　　　＜案内の送付＞　①、②の手続きが必要な世帯には案内と申請書を送付します。（４月下旬ごろ）
　　　③４月１日以降に志賀町に転入し、対象年齢の児童を養育している人や子どもを出産し養育している人も申請の手
　　　　続きが必要です。
　手続きが必要のない人
　　　平成２２年３月末現在、児童手当を受給していた人（現中学校１年生を含む）
　　　※その他、不明な点などがありましたら下記までご連絡ください。

お問い合わせ先　

志賀町子育て支援課　子ども手当担当　☎３２－９１２２　町内ＩＰ８－３２－９１２２

子ども手当になると
対象年齢 中学校３年生まで

支給額
（子ども１人
につき）

月額１３，０００円
（平成２２年度）

所得制限 なし

４月１日から「子ども手当」制度がはじまりました４月１日から「子ども手当」制度がはじまりました

お問い合わせ先
志賀町税務課　住民税担当　☎ 32-9142　町内 IP8-32-9142

お問い合わせ先
志賀町税務課　軽自動車税担当　☎ 32-9142　町内 IP8-32-9142

■受付期間
平成２２年５月６日（木）～５月２４日（月）

※期間を過ぎると本年の減免を受けることができません
■対象車両
・身体障害者が常時使用するために改造している車両
・心身に障害がある人（精神障害者または 18 歳未満の
身体障害者ならばその家族）が所有する車両で、自身で
使用するか、専らご本人のために使用されるもの
・公益のために直接専用する車両

■軽自動車税の減免を受けることができない場合

・普通自動車の減免を受けている人、受ける予定の人
※普通自動車の減免については中能登総合事務所税務課
（☎ 0767-52-6112）へお問い合わせください
■申請に必要な書類など
・手帳（身体障害者手帳・療育手帳・戦傷病者手帳）・運
　転免許証・車検証・印鑑

　65 歳未満の公的年金所得を有する給与所得者につ

いて、昨年度は年金所得分の町県民税額を給与からの

特別徴収とは別に普通徴収（納付書または口座振替）

で納税していただいておりました。

　しかし、普通徴収による新たな納税の手間が生じる

こととなったため法改正が行われ、年金所得分の税額

も給与から特別徴収することが可能になりました。

　この改正に伴い平成 22 年度以降は、65 歳未満の公

的年金など所得を有する給与所得者については、原則

として年金所得の税額分も給与からの特別徴収といた

します。

※年金所得の税額分を普通徴収により自分で納付希望

する人は税務課まで連絡してください。

　■ 65歳未満で公的年金所得がある
　　　　　　給与所得者の町県民税額の
　　　　　　　　　　徴収方法が変わります

　◆軽自動車税
身体障害者などの減免申請を忘れずに提出しましょう
　身体障害者手帳などの交付を受けた人で軽自動車を
所有している場合、障害の種類・程度により、軽自動
車税の減免を受ける事ができます。詳しくは税務課軽
自動車税担当までお問い合わせください。
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◉
が
ん
検
診
の
ご
案
内

　

今
年
度
の
が
ん
検
診
は
、
特
定
健
診
日
と
の

併
用
に
加
え
、
が
ん
検
診
だ
け
の
日
を
設
け
ま

す
。

※
健
診
を
受
け
る
人
は
、
従
来
ど
お
り
併
用
日

に
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
健
診
日
程
は
志
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
と
特
定
健
診
の
個
人
通
知
・
受
診

券
な
ど
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

《
が
ん
検
診
の
み
の
日
程
》

●
会　

場　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

①
５
月
30
日(

日)

　
　
　
　
　

②
11
月
21
日(

日)

●
会　

場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

③
５
月
31
日(

月)

　
　
　
　
　

④
８
月
８
日(

日)

《
検
診
種
類
》

　

①
と
③
〜
胃･

肺･

大
腸･

前
立
腺･

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

②
と
④
〜
胃･

肺･

大
腸･

前
立
腺･

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス･

女
性
が
ん

《
対
象
者
》

●
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

昭
和
46
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

昭
和
45
年
４
月
１
日
〜
46
年
３
月
31
日
生
ま
れ

●
前
立
腺
が
ん
検
診

昭
和
35
年
４
月
１
日
〜
36
年
３
月 

31
日
生
ま
れ

昭
和
30
年
４
月
１
日
〜
31
年
３
月
31
日
生
ま
れ

昭
和
25
年
４
月
１
日
〜
26
年
３
月
31
日
生
ま
れ

昭
和
20
年
４
月
１
日
〜
21
年
３
月
31
日
生
ま
れ

《
受
付
時
間
》

　

８
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
で
す
。
男

性
の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
３
人
に
１
人
が
が

ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
治
る
病

気
に
な
り
ま
し
た
。
自
覚
症
状
が
な
い
早
期
に

発
見
で
き
る
検
診
は
毎
年
受
け
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

《
時　

間
》

　

10
時
〜
12
時
30
分

《
内　

容
》

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
介
護
予
防
体
操
・
食
に
関
す

る
講
話
・
調
理
実
習

《
対
象
者
》

志
賀
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
男
性

《
参
加
費
》

お
米
１
合
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

お
申
し
込
み
先　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

平
成
22
年
度

　
　
　
　
　
「
志
賀
町
健
幸
教
室
」

　
「
志
賀
町
健
幸
教
室
」
は
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
快
適

に
過
ご
す
た
め
に
、
日
常
の
生
活
に
運
動
を
取

り
入
れ
て
、
介
護
予
防
に
努
め
る
と
共
に
、
相

互
の
交
流
を
図
り
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

平
成
22
年
７
月
〜
23
年
３
月

　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時

◆
会　

場

　

志
賀
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

介
護
予
防
教
室
（
志
賀
町
高
浜
町
）

◆
講　

師

　

健
康
運
動
指
導
士　
　
　
　

南　

進　

先
生

◆
内　

容

　

食
や
健
康
に
つ
い
て
の
お
話
、
健
康
体
操
の

実
技
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど

◆
対
象
者

　

志
賀
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
人

◆
参
加
費　

無
料

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
６
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
決
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
個

別
通
知
し
ま
す
。

富
来
活
性
化

　
　

セ
ン
タ
ー

志
賀
町
文
化　

　
　
　

ホ
ー
ル

第
1
回

６
／
９
（
水
）

６
／
16
（
水
）

第
２
回

７
／
７
（
水
）

７
／
14
（
水
）

第
３
回

９
／
８
（
水
）

９
／
15
（
水
）

《
募
集
期
間
》

『
男
性
の
料
理
教
室
』　

参
加
者
募
集
♪

　

男
だ
っ
て
料
理
の
時
代
！
料
理
が
初
め
て
の

人
、
趣
味
を
持
ち
た
い
人
、
何
か
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
人
、
単
身
、
独
身
者
な
ど
、
興
味
の

あ
る
人
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
米
の
研

ぎ
方
か
ら
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
♪

『
料
理
経
験
ゼ
ロ
』
そ
ん
な
お
父
さ
ん
集
ま
れ

〜
‼

　

〜
介
護
予
防
事
業
〜

　
　
　
　
　
　

男
性
も
厨
房
へ
‼

　

〜
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
が
落
ち
る
の
は
当

た
り
前
と
あ
き
ら
め
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
年
齢

に
関
係
な
く
、
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
れ
ば

必
ず
体
力
は
付
き
ま
す
。
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
続
け
る
た
め
に
、
介
護
さ
れ
な
い
体
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日　

時

　

平
成
22
年
４
月
〜
23
年
３
月

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日　

10
時
〜
11
時

◆
会　

場　

や
す
ら
ぎ
荘
（
志
賀
町
福
井
）

◆
内　

容　

家
庭
で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
の

実
技
お
よ
び
指
導

◆
対
象
者　

志
賀
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

◆
参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
32-

０
３
３
９　
　

 　

  　

   

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

０
３
３
９

　
　

介
護
予
防
事
業

　
「
鶴
亀
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」
の
お
知
ら
せ
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安部屋
室　光優くん

高浜町
山口珠空ちゃん

高浜町
福井　聖くん

西海風戸
小川栞奈ちゃん

赤崎
三浦慶次くん

代田
稲岡来葵くん

徳田
燈明佳音ちゃん

仏木
山澤完太くん

　

安部屋
谷内心和ちゃん

高浜町
松永綺奈ちゃん

高浜町
北川玲花ちゃん

西海風無
小滝悠菜ちゃん

赤住
金作大翔くん

代田
大和瑞姫ちゃん

二所宮
政氏玲音ちゃん

仏木
福田巴琉くん

　

印内
辻口ひかりちゃん

高浜町
上野琥太郎くん

高浜町
北野由花ちゃん

大島
松谷悠生くん

富来地頭町
干場愛心ちゃん

仏木
平野洸志くん

　

火打谷
元藤初花ちゃん

高浜町
新木大智くん

高浜町
萬年信行くん

大島
藤江　葵ちゃん

富来地頭町
佐藤花暖ちゃん

米町
狭間優亜ちゃん

舘
横山莉世ちゃん

高浜町
杉田晴那ちゃん

酒見
浅野來羽ちゃん

町
橋本優莉ちゃん

富来地頭町
中谷優心くん

米町
村山昴輝くん

給分
畑山輝虎くん

高浜町
石田遥人くん

酒見
道筋香菜ちゃん

町
小櫻奈都美ちゃん

富来地頭町
冨澤一花ちゃん

堀松
板尾歩武くん

五里峠
松本紗弥ちゃん

高浜町
泉　光里ちゃん

上野
守田恭胡ちゃん

町
藤井結菜ちゃん

富来領家町
寺井悠人くん

末吉
西岡勇莉くん

高浜町
久司菜々実ちゃん

高浜町
中村莉望ちゃん

西海久喜
有山海花ちゃん

赤住
桃野恵里ちゃん

倉垣
吉岡瞳華ちゃん

長沢
浜田　空くん

富来領家町
村田優翔くん

矢駄
右近壮太郎くん

高浜町
権田夏妃ちゃん

高浜町
中野正翔くん

西海風戸
山寺希実ちゃん

赤住
平生志麻ちゃん

倉垣
谷内美結ちゃん

徳田
小門前颯太くん

福井
岡田美星ちゃん

H21.11.26、12.17、H22.1.28、2.18、2.25　検診
76 人中　61 人のお子さんにむし歯がありませんでした。
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「志賀消防署開署式を見に行こう！」
　４月１日から新庁舎で業務開始した志賀消防署の開署式が５
月13日（木）に行われます。
　開署式に併せて消防職員総合訓練を行います。
　消防車、救急車、はしご車、防災ヘリコプターなどが参加す
る総合的な訓練です。

消防隊員の活動を一度ご覧ください。

　日時　平成２２年５月１３日（木）１４時から
　場所　志賀町西山台１丁目１番地（西山台ニュータウン付近）

 

新社会人歓迎の集い
　４月13日(火）に能登ロイヤルホテルで今春町内の企業に就
職した新社会人32人（13事業所）が、志賀町商工会と富来商
工会主催の「新社会人の歓迎を祝う集い」に招待されました。
　式典では、小泉町長から歓迎の言葉があり、新社会人を代
表して徳田裕介さん（㈱和泉工業）がお礼の言葉を述べまし
た。
　式典後には、「社会人としての心構え」と題して「彩花」代表
で、フリー講師の梢まさみさんが記念講演を行いました。

トキが町にやってきた
　４月の中旬から町内各所で目撃されていたトキが、直
海にいると住民から連絡があり、現場に直行しました。
　トキは、電柱に止まり、じっとして動きませんでした
が、突然飛び立ち、近くの田んぼへ移動。
　周りには多くの人だかりができましたが、動じること
なく、餌のミミズを食べていました。
　トキを見に来ていた小波久喜さん（直海）は「このまま
ここに住み着いてほしい」と大喜びでした。

全国で25市町、県内では唯一モデル地域に選定
　４月17日（土）に小泉町長が、農家レストランむろたにを
訪れ、志賀町グリーン・ツーリズム協議会の活動内容の視察
を行いました。
　同協議会は今年度の「子ども農山漁村交流プロジェクト受
入モデル地域」に採択されました。
　このプロジェクトは、農林水産省、文部科学省、総務省が
連携して行っている教育活動の一環です。
　農山漁村での長期宿泊体験を通じて、子どもたちの学ぶ意
欲や自立心、思いやりの心など大きく成長させることを目的
としています。

人に慣れた様子のトキ

お客さんに志賀町グリーン・ツーリズム協議会の活動内容など
を説明する会長の細川さん

お礼の言葉を述べる徳田裕介さん

完成した志賀消防署新庁舎

背中にある棒はGPS アンテナ
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•弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。

隣
地
と
の
紛
争
に
関
す
る
諸
問
題

申
請
を
裁
判
所
に
出
せ
ば
、
裁
判
所
は
必
要
に
応
じ
て
土
地
の
使
用

を
命
じ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
土
地
所
有
者
は
、
一
定

の
場
合
に
は
隣
地
・
隣
家
に
立
ち
入
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
隣
家
の
建
築
が
進
む
に
つ
れ
て
、
塀
な
ど
が
な
い
と
窓
を
通
し
て

家
の
中
が
見
え
て
し
ま
う
な
ど
の
不
安
が
出
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

隣
家
と
の
境
界
に
石
塀
を
建
て
た
い
の
で
す
が
、
隣
家
に
賛
同
し
て

も
ら
え
ず
、
協
力
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
設
問
の
よ
う
な
場
合
、
民
法
は
、
建
物
と
建
物
の
空
地
の
境
界
線

上
に
、
垣
根
や
塀
を
作
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
垣
根
や
塀
も
多
種
多
様
で
す
し
、
日
照
な
ど
の
問
題
か
ら
好

み
の
問
題
ま
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
十
分
な
話
し
合
い
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
地
方
の
慣
習
が
な
け
れ
ば
費
用
は
折
半
が
原
則
で
す

が
、協
力
を
得
る
た
め
に
、と
き
に
は
調
整
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
塀
な
ど
の
材
質
や
大
き
さ
で
、
ど
う
し
て
も
話
し
合
い
が
ま
と

ま
ら
な
い
と
き
は
、
協
力
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
て
判
決
を
得
て

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
民
法
は
、
板
塀
ま
た

は
竹
垣
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
材
料
の
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

高
さ
は
2
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
　

設
問
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
な
ど
か
ら
、
早
急
に
必
要
な
状

況
の
よ
う
で
す
が
、
境
界
線
上
で
は
な
く
、
す
べ
て
自
分
の
費
用
負

担
で
、
自
分
の
敷
地
の
中
に
設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て

自
由
に
材
質
や
大
き
さ
を
決
め
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
隣
家
の
日
照
や
通
風
を
意
図
的
に
妨
害
し
た
り
、
意
図
的
で

な
く
と
も
常
識
的
な
範
囲
を
超
え
て
妨
害
す
る
よ
う
な
も
の
は
権
利

の
濫
用
と
判
断
さ
れ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
私
は
、
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
土
地
に
家
を
建
て
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
た
だ
、
隣
の
土
地
に
足
場
を
作
ら
せ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
土
地
面
積
が
小
さ
い
の
が
難
点

で
す
。
一
度
隣
の
空
き
地
の
持
ち
主
で
あ
る
Ａ
さ
ん
に
「
足

場
を
作
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」と
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
せ
っ
か
く
購
入

し
た
土
地
で
す
か
ら
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
土
地
所
有
者
は
、
境
界
や
境
界
付
近
で
建
物
や
塀
を
作
っ

た
り
修
繕
し
た
り
す
る
た
め
に
、
必
要
な
限
度
で
隣
地
を
使

用
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
隣
地
の
所
有
者
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
手
方
で
あ
る
隣
人
は
、
そ
の
請
求
が
必
要
な

限
度
を
超
え
て
い
な
い
限
り
、
承
諾
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
承
諾
を
求
め
る
相
手
は
隣
地
所
有
者
の
他
、
隣
地
の
賃

借
人
な
ど
の
正
当
な
使
用
者
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

あ
な
た
が
隣
地
で
あ
る
Ａ
さ
ん
の
土
地
を
使
用
す
る
た
め

に
は
、
境
界
ま
た
は
境
界
の
近
く
で
建
物
や
塀
を
作
る
あ
る

い
は
修
繕
す
る
た
め
に
、
隣
地
で
あ
る
Ａ
さ
ん
の
土
地
に
立

ち
入
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
Ａ
さ
ん
の
承
諾
が
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

設
問
で
は
、
Ａ
さ
ん
は
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
い
よ
う
で
す

か
ら
、
あ
な
た
は
承
諾
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
隣
地
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
隣

人
が
承
諾
し
て
く
れ
な
い
場
合
は
、
裁
判
で
Ａ
さ
ん
の
承
諾

に
代
わ
る
判
決
を
出
し
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
急
を

要
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
に
先
立
っ
て
、
仮
処
分
命
令
の
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総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

５
月
14
日
㈮
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所　

　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

５
月
10
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

　

☎
42-

２
５
４
５

※
６
月
の
相
談
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
日
に
合
わ
せ
て
両
地
域
と
も
６

月
１
日
㈫
に
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子

　

人
は
愛
さ
れ
理
解
さ
れ
た
が
っ
て

い
る
存
在
で
す
。
理
解
さ
れ
な
い
と

き
の
不
満
が
た
ま
る
と
キ
レ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
突
然
子
ど
も
が
キ
レ

た
と
き
、
本
人
も
親
も
理
由
が
よ
く

見
え
ず
、
怒
っ
た
り
苦
し
ん
だ
り
し

ま
す
が
、
理
由
は
あ
る
の
で
す
。

　

日
頃
か
ら
相
手
の
話
を
じ
っ
く
り

聞
く
、
同
じ
目
の
高
さ
で
考
え
る
、

深
い
関
心
を
払
う
と
い
っ
た
姿
勢
を

親
が
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
親
に
愛
さ
れ
て
い
る
実
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
と
き
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
問
題

に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
不
必
要
に
攻
撃
的
に
な
ら

ず
、
他
者
や
問
題
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
、
大
き
く
成
長
で
き
る
の

で
す
。

問
七
尾
児
童
相
談
所

☎
０
７
６
７-

53-

０
８
１
１

総
合
相
談(

無
料)

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

母
子
自
立
支
援
相
談

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

子
ど
も
が
愛
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う

◆
日
時　

５
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
３
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す
!!

◆
日
時　

５
月
19
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
３
４
１

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　
　

５
階｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
の

17
時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
５
人
）。

　

気
象
庁
で
は
、５
月
27
日
（
予
定
）

か
ら
、
気
象
警
報
・
注
意
報
を
市
町

を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。
例
え

ば
、
金
沢
市
に
災
害
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
は
こ
れ
ま
で
、
金
沢
市

を
含
む
「
石
川
県
」、「
加
賀
」、
あ

る
い
は
「
加
賀
北
部
」
に
対
し
て
警

報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

「
金
沢
市
」
と
明
示
し
発
表
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
大
雨
や

洪
水
な
ど
の
警
報
が
放
送
さ
れ
る
と

き
は
、
画
面
に
表
示
で
き
る
文
字
数

や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
内

で
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
地
域
名
で
放
送
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意

報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
スhttp://

・軽自動車税全期
・後期高齢者保険料第２期
   の納期限は５月31日（月）
   です。

◆
日
時　

５
月
24
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　

國
田
武
二
郎
弁
護

士
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

※
申
込
用
紙
は
住
民
課
と
富
来
支
所

総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
１

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

志
賀
町
子
育
て
支
援
課

☎
32-

９
１
２
２

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
２

ど
も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就

職
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

５
月
27
日
㈭
10
時
〜
15
時

　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
子
育
て
支
援
課 

　

☎
32-

９
１
２
２

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
２　

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
５
／
11
・
18
・
25
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
５
／
6
･
13
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
５
／
20
･
27
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

木
・
水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
５
／
6
・
19
）

物品売払い　消防車　平成 5年式　601,000 円　クラウン　平成 9年式　25,000 円　樹木（もみじ）　1,000 円
結　　　果　消防車　平成 3年式　601,000 円　クラウンワゴン　平成 7年式　20,000 円
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志
賀
町
心
身
障
害
者
福
祉

協
会
総
会
参
加
者
募
集

て
ん
と
市

◆
日
時　

５
月
25
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　６月１日から、子育て支援課で行っていた「母
子健康手帳交付」と「不妊治療費助成」の窓口が、
志賀町保健福祉センターに変わります。
　保健に関するさまざまな住民サービスを保健
福祉センターに集約し、よりきめ細かな保健
サービスを各ライフステージに合わせて提供し
ます。
　また、富来支所での母子健康手帳交付は今ま
で通り行いますので、どうぞご利用ください。
お問い合わせ　志賀町保健福祉センター　
　　　　　☎32-0339　町内IP 8-32-0339

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ロ
ー
リ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト

母子健康手帳交付と不妊治療費助成の
窓口が保健福祉センターへ

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

（
５
月
１
〜
５
日
）、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

☆
ス
プ
リ
ン
グ
ナ
イ
ト

５
月
２
㈷
〜
４
日
㈷
開
館
時
間
を
延

長
営
業
（
19
時
ま
で
開
館
）

☆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
４
日
㈷
13
時
〜
、
16
時
〜

ピ
ア
ノ
と
木
管
楽
器
六
重
奏

☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

５
月
８
日
㈯
13
時
30
分
〜

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

講
師　

隈
部
広
美
氏

※
予
約
受
付
締
切
５
月
６
日
㈭

☆
さ
く
ら
貝
ク
ラ
フ
ト
教
室

５
月
23
日
㈰
10
時
〜
、
13
時
〜

参
加
費　

無
料

講
師　

浜
口
初
美
氏(

ふ
る
さ
と
の
匠)

※
各
回
15
人

　

予
約
受
付
締
切
５
月
16
日
（
日
）

☆
ホ
イ
ッ
プ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

５
月
30
日
（
日
）
10
時
30
分
〜

参
加
費　

５
０
０
円

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

※
予
約
受
付
締
切
５
月
23
日
（
日
）

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
展
者
募
集

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
石
川
県
信
用
金
庫
協
会
様
か
ら
、

５
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

５
月
19
日
㈬

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場　

本
庁
舎
１
階

◆
日
時　

５
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
総
務
課　

☎
32-

１
１
１
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

１
１
１
１

◆
日
時　

６
月
２
日
㈬　

10
時
か
ら

◆
場
所　

い
こ
い
の
村
能
登
半
島

◆
対
象　

志
賀
町
心
身
障
害
者
福
祉

協
会
会
員

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
申
し
込
み　

各
地
区
役
員
ま
で

※
５
月
12
日
㈬
締
め
切
り

※
「
藍
れ
い
子
歌
謡
シ
ョ
ー
」
も
同

時
開
催
予
定

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
・

所
得
証
明
等
の
発
行
業
務

５
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
22
日
㈯
・
29

日
㈯　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
確

認
の
上
、窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
１

w
w
w
.jm
a.go.jp/

）
や
国
土
交
通

省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯

電
話
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.m
lit.

go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.
htm
l

）
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
金
沢
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課　

☎
０
７
６-

２
６
０-
１
４
６
２

　第３子以降の小学校・中学校・高等学校の入学
にあたり、町では助成金を交付しています。
　申請期限は、５月７日（金）までとなっていま
す。対象者は至急申請にお越しください。
　　　　　　申請・お問い合わせ
　　　　　　　志賀町子育て支援課☎ 32-9122

　◎マイ保育園とは？
　①育児体験
　　出産までに保育園見学、おむつ交換、授乳、沐浴、離乳食

づくりなどの育児体験ができます。
　②一時保育
　　半日500円で３歳未満の児童を一時的に保育園に預けるこ

とができます。（半日通常料金（公立1,200円・私立1,400円））
　　（一時保育半日利用助成券を３枚交付します）
　　※母子手帳交付時に交付済
　③育児支援
　　　育児支援や育児教室などに参加できます。
　◎マイ保育園の登録はどうするの？
　　町内の各保育園で登録することができます。
　　詳しくは下記保育園までお問い合わせ下さい。

  【公立保育園】
高 浜 保 育 園 32-0214 下甘田保育園 36-1240
志加浦保育園 32-0427 中甘田保育園 32-0369
上熊野保育園 38-1012 と ぎ 保 育 園 42-0366
土 田 保 育 園 37-1002 ますほ保育園 42-0277
加 茂 保 育 園 36-1205
  【私立保育園】 志 賀 町 乳 幼 児 保 育 園 32-2640

定着促進事業の申請はお済みですか。定着促進事業の申請はお済みですか。

マイ保育園の登録が町内全園で可能になりました。

軽
車
両
購
入
費
と
し
て
１
１
５
万
円
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『
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
』

『
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
』

調　査　概　要
 

国
民
健
康
保
険

　

平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国

保
加
入
者
に
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
が
、
国
の

施
策
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
「
特

定
健
診
」
を
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

多
く
の
人
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
過
去

２
年
間
１
度
も
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
全
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

【アンケート回収状況】
男性 女性 合計

回答数 355 人 353 人 708 人

比　率 50.14% 49.86% 35.76%

40 代 50 代 60 代 70 代 計

回答数 40 人 136 人 376 人 156 人 708 人

比　率 5.7% 19.2% 53.1% 22.0% 　

知っている 多少知っている 知らない 無回答

40代 5 人 19 人 16 人 0人

50 代 28 人 63 人 42 人 3人

60 代 83 人 197 人 89 人 7人

70 代 33 人 85 人 34 人 4人

合　計 149 人 364 人 181 人 14 人

【年齢別回収状況】

【問１　特定健診を知っていますか？】

調査対象　過去２年間１度も健診を受けていない人 1,982 人
調査機関　平成２２年１月２５日～２月１０日
調査方法　郵便による配布・回収
回収結果　708 人（35.7％）

※全体の 72％の人が特定健診について知っている、
　多少知っていると回答しています。 

【問２　健診を受けない理由は？】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

　

健
診
を
受
け
な
い
理
由
は
「
病
気
で
通
院
中

だ
か
ら
必
要
な
い
」
が
42
％
と
一
番
多
く
、「
元

気
だ
か
ら
必
要
な
い
」、「
健
診
時
間
に
行
け
な

い
」、「
忙
し
く
て
面
倒
」
の
順
に
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

病
院
に
通
院
中
で
も
健
診
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

受
診
後
の
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
具
体
的

に
個
別
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
病
気
が

重
症
化
し
な
い
よ
う
早
い
段
階
で
発
見
し
、
生

活
改
善
を
し
ま
し
ょ
う
。

【年代別にみた健診を受けない理由】 （単位：人）
元気だから
必要ない

忙しく
面　倒

病院へ
通院中

病気を指摘さ
れるのが嫌

メタボと判定
されるのが嫌

自分で健診を
受けている

職場で受診
している

健診時間に
行けない

その他
（入院中など）

40 代 6 10 9 1 1 　0 3 0　 4

50 代 19 18 41 4 3 3 12 21 14

60 代 29 33 162 14 6 15 30 38 43

70 代 11 6 96 4 0 9 6 7 15

合　計 65 67 308 23 10 27 51 72 76

　

受
診
す
る
と
き
の
希
望
で
一
番
多
か
っ
た
の

が
「
家
の
近
く
で
受
診
し
た
い
」
で
、「
昼
間
」

や
「
土
・
日
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
・
日
に
も
健
診
は
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
健
診
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
】
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問３　受診に際しての希望について
（複数回答）

お
問
い
合
わ
せ
先

志
賀
町
住
民
課　

    

☎
32-

９
１
２
１

　
　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
１
２
１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
32-

０
３
３
９

　
　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

０
３
３
９

●
病
院
で
診
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
除

外
し
て
ほ
し
い
。　
　
　

40
代
男
性

●
待
つ
時
間
が
長
い
の
で
短
時
間
で
受

診
で
き
れ
ば
と
思
う
。　

50
代
男
性

●
健
診
の
実
施
医
療
機
関
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　

60
代
男
性

●
町
外
の
か
か
り
つ
け
病
院
で
も
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
代
男
性

●
専
門
的
な
病
院
で
も
健
診
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
代
男
性

●
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
の
補
助
額
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。60

代
女
性

●
エ
コ
ー
検
査
や
が
ん
な
ど
の
血
液
検

査
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
検
査
が
あ

れ
ば
い
い
。　
　
　
　
　

60
代
女
性

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る

　

感
想
・
要
望
・
意
見
な
ど

待
ち
時
間
が
長
い

　

今
年
か
ら
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
の

み
の
日
を
設
置
し
受
付
で
の
混
雑
を
出

来
る
だ
け
緩
和
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
診
会
場
で
の
流
れ
が

悪
い
の
で
は

　

受
付
時
に
健
診
順
路
を
記
入
し
た
案

内
表
を
お
渡
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
一
度
に

受
け
た
い

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

職
場
の
健
診
や
医
療
機
関
で

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

　

健
診
結
果
を
住
民
課
ま
た
は
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

短
大
・
大
学
・
各
種
専
修
・
専
門

学
校
生
で
、
引
き
続
き
同
一
の
学
校
に
在
学

し
今
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と

す
る
学
生
は
、
再
度
申
請
を
お
こ
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
は
、免
除
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

猶
予
で
す
！

○
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
納
付
を
希
望

す
る
場
合
は
追
納
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

 　

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
本
人
の
申
出
に

よ
っ
て
猶
予
さ
れ
た
月
の
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
経
過
期
間
に
応

じ
て
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
）。

　

追
納
さ
れ
る
場
合
は
先
に
経
過
し
た
月
か

ら
順
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
平
成
20
年
度
の
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間

に
つ
い
て
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
追
納
す

る
場
合
、
加
算
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

 

・
平
成
21
年
９
月
の
学
生
納
付
期
間
の
追
納

期
限
は
平
成
31
年
９
月
末
と
な
り
ま
す
。

（
最
終
納
付
期
限
は
10
年
目
に
あ
た
る
月
の

月
末
で
す
。）

受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い
！
そ
ん
な
と
き

は
「
任
意
加
入
」

　

60
歳
に
達
し
て
も
年
金
受
給
資
格
期
間
に

満
た
な
い
人
は
、
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る

た
め
に
70
歳
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保険料改定
月額 15,100 円
年間納付額
181,200 円

国
民
年
金
保
険
料
未
納
期
間
や
免
除
期
間
の

あ
る
人
は
、
65
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

○
前
納
・
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と
、
３
，

６
９
０
円
の
割
引
！

現
金
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と
、
３
，

１
２
０
円
の
割
引
！

口
座
振
替
の
早
割
を
利
用
す
る
と
毎
月
50
円

の
お
得
（
年
間
６
０
０
円
）

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
方
法

○
各
金
融
機
関
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
で
す
。

　

年
金
手
帳
や
納
付
書
で
あ
ら
か
じ
め
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
・
お
問
い
合
せ
は

　

七
尾
年
金
事
務
所

　
　

０
７
６
７-

53-

６
５
１
１

　

志
賀
町
住
民
課
国
保
年
金
担
当

　
　

32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
１
２
１

●
健
診
の
順
路
を
標
識
に
明
確
に
し
て

欲
し
い
。　
　
　
　
　
　

50
代
女
性

●
職
場
で
受
け
て
い
る
か
ら
、
受
診
の

必
要
が
無
い
と
思
っ
た
。
60
代
女
性

●
広
報
な
ど
で
メ
タ
ボ
に
関
す
る
記
事

が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
情
報
提
供
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

70
代
女
性

学生納付特例の申請を忘れずに‼学生納付特例の申請を忘れずに‼
学生納付特例制度を受けている短大・大学生・専修・専門学校生のみなさん　

学生納付特例の申請を忘れずに‼
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《生涯学習センター及び富来活性化センターの重点施策》
１．生涯学習センター及び富来活性化センターは、生涯学習実践の拠点として、世代を超えた住民全てが利用できる
　施設として、心の豊かさやゆとり、生きがいをつくり育むための事業及び活動の実践、自己評価を導入した各種
　教室などの学習の場、事業展開の場を提供し、その成果を社会に還元するよう積極的に取り組む。

２．地区公民館は、各地区の実情に応じた学習機会や情報提供、相談や助言など交流の機会を提供することにより、
　各種教室や講座、事業の充実を図る。また、学校週５日制対応事業や放課後子ども教室事業及び家庭教育などの
　支援に努め、地域住民と共に歩む、地域に開かれた公民館運営を推進する。

《少年育成センターの重点施策》
　地域の青少年非行化防止活動を総合的計画的に実践するため、関係する行政機関、団体、民間代表が「少年育成セ
ンター」を核に連携を強めて、環境や誘惑、事件、事故から青少年を守り、健全な育成を図るために、街頭補導活動
や環境浄化活動、相談活動などの充実を図る。

《図書館の重点施策》
　利用者が必要とする情報を提供するとともに、図書館サービスの一層の充実を図る。
１．利用者のニーズに対応した資料収集や情報提供
２．学校など図書館以外の機関・団体とのネットワークサービスの充実
３．郷土資料の調査、保存、整理の継続
４．図書館ボランティアの育成と支援活動

《スポーツ振興及び富来海洋センターの重点施策》
　健康で活気ある人づくり及び町づくりを目指し、社会体育の一層の推進を図る。
１．町民一人ひとりが身近にスポーツに親しむことができる生涯スポーツの普及・振興を図る。また、競技力向上に
　向け、指導者の発掘・養成に努めるとともに、競技団体と連携を密にし、優秀な人材の確保に努める。

２．社会体育施設の適正な維持管理（改修工事等含む）と利用促進を図る。
３．富来海洋センターは、Ｂ＆Ｇプランに即応した海洋性レクリェーション活動の発信拠点として、青少年の健全　
　育成、スポーツ指導者の養成はもとより、町民の健康と体力の保持増進を図る。

４．水泳競技の底辺拡大と競技力の向上を図るため、年間を通してスイミングスクールの更なる充実に努める。

■生涯学習目標
　生涯学習をめぐる状況は、個人の余暇の有効活用や自己啓発が進むかたわら、都市化、　生涯学習をめぐる状況は、個人の余暇の有効活用や自己啓発が進むかたわら、都市化、
核家族化、少子高齢化、及び情報通信技術等の急激な進展により大きく変化している。さ核家族化、少子高齢化、及び情報通信技術等の急激な進展により大きく変化している。さ
らに、環境、男女共同参画社会、ボランティア活動等が地域や町を取り巻く状況をより一らに、環境、男女共同参画社会、ボランティア活動等が地域や町を取り巻く状況をより一
層多様化させている。層多様化させている。
　こうした状況の中、志賀町では、町民一人ひとりが学習活動を通して自らを高め、その　こうした状況の中、志賀町では、町民一人ひとりが学習活動を通して自らを高め、その
成果を活かし、みんなが協力し、支えあいながら、「咲かそう、学びあいと交流の花」をテー成果を活かし、みんなが協力し、支えあいながら、「咲かそう、学びあいと交流の花」をテー
マに、魅力的で活力ある生涯学習社会を築いていくことを目指す。マに、魅力的で活力ある生涯学習社会を築いていくことを目指す。
　具体的には、地域全体での子育て、男女共同参画社会の形成、国際交流の推進、ボラン　具体的には、地域全体での子育て、男女共同参画社会の形成、国際交流の推進、ボラン
ティア活動の推進、情報化社会に対応したまちづくり、生涯スポーツの振興を図っていく。ティア活動の推進、情報化社会に対応したまちづくり、生涯スポーツの振興を図っていく。

《生涯学習の重点施策》《生涯学習の重点施策》
１．心豊かでたくましい「志賀っ子」を育成するため、学校・家庭・地域社会の協力と連
　携による「心の教育」「放課後子ども教室」「学校支援地域本部」事業を推進し、全て
　の大人が子育てに関心を持つ環境整備に努める。また、人への思いやりを育てるため、
　人権教育に関する啓発活動の推進に努める。

２．家庭の教育力を高めるため、家庭の役割や親及び家庭の自覚を促す学習機会を提供す
　る。また地域住民と子育て中の親同士の交流を促進し、家庭教育に関する情報提供を
　行うなど、家庭教育の支援に努める。

３．文化芸術は、心に感動や喜びをもたらし、豊かな人生を送る上での大きな力になる。
　社会の活性化には、経済力と共に「文化力」の向上を図ることが極めて重要である。
　このため、町民が文化ボランティアなどにより自ら積極的に文化芸術活動に参加し、
　文化芸術を創造できる環境を関係社会教育団体とともに構築していく。

４．歴史的に貴重な文化遺産を保護・保存し、活用を図ることにより、文化遺産への理　
解と関心を高める事業を推進する。また、郷土芸能を継承・保存するため、後継者の育
成やイベントの開催など、さまざまな支援を行う。
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ホッケー場 稗造スポーツセンター

富来野球場
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (い)郷土の先人たちPART2 (か)志賀町の文化財-第15回-

7:00 (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅 (う)ごみのリサイクル

8:00 (か)志賀町の文化財-第15回- (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
土日特番①「（再）能登金剛をめぐる散策PART4」

土日特番②「（再）第38回羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会」

土日特番③「（再）志賀町の文化財ー第14回ー」

10:00 (う)ごみのリサイクル (や)児童館だより・図書館だより他

11:00 (い)郷土の先人たちPART2 (か)志賀町の文化財-第15回-

12:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (う)ごみのリサイクル (い)郷土の先人たちPART2

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (い)郷土の先人たちPART2 (か)志賀町の文化財-第15回-

16:00 (う)ごみのリサイクル (ふ)ぶらり志賀町の旅 (や)児童館だより・図書館だより他

17:00 (い)郷土の先人たちPART2 (や)児童館だより・図書館だより他 (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (か)志賀町の文化財-第15回- (う)ごみのリサイクル (ふ)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (か)志賀町の文化財-第15回- 土日特番①「（再）能登金剛をめぐる散策PART4」

土日特番②「（再）第38回羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会」

土日特番③「（再）志賀町の文化財ー第14回ー」

22:00 (み)しかチャンニュース (い)郷土の先人たちPART2

23:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (み)しかチャンニュース

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月

しかチャンネル
番組ガイド６月
ししししかかかかチチチチャャャャンンンンネネネネルルルル
しかチャンネル
番組ガイド６月

しかチャンネル
しかチ ネルしかチ ネル番組ガイド６月しかチャンネルしかチャンネル
番組ガイド６月番組ガイド 月
しかチャンネル
番組ガイド５月

　家庭で子育てしている皆さん保育園で育児の輪を広げて
みませんか！
　期間：平成22年6月14日（月）～ 19日（土）
　対象：0歳児と保護者（多少年齢が高くても可）
　会場：志賀町乳幼児保育園
　会費：無料
　内容：14日㈪ 9：30 ～ 11：30　　説明会＆体験入園
　　　　15日㈫ ～ 18日㈮ 9：30 ～ 11：30　　体験入園
　　　　19日㈯ 13：30 ～ 15：00　　心ぽかぽか お話会

　　（おはなしボランティア　くまっこ隊）
お問い合わせ　☎32-2640 　町内IP 8-32-2640

相談は無料、電話・ファックスによる
相談にも応えます（秘密厳守）

　石川県では、事業主、労働者および県民の職業能力
開発・労働（賃金、退職金など）に関するさまざまな
疑問や悩みごとに応えるための「総合労働相談会」を
毎月第３水曜日の 13 時 30 分から 16 時まで、職業能
力開発プラザで開催しています。専門のスタッフを配
置していますので、ご利用下さい。

■お問い合わせ、相談先
　石川県職業能力開発プラザ（金沢市芳斉 1-15-15）

☎ 076-261-1400、FAX076-261-1402
　E-mail:pzinfo@po.syokunou-p.pref.ishikawa.jp
　ＵＲＬ　http://www. syokunou-p.pref.ishikawa.jp/ 

事業主、労働者の総合労働相談会を開催事業主、労働者の総合労働相談会を開催

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

わくわく体験入園わくわく体験入園
～ママと一緒に楽しく遊ぼう～
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町内 IP 8-32-0339

予予　　防防　　接接　　種種

内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 5月13日（木） ４カ月健診受診時～

生後６カ月未満 志

ポリオ
予防接種 5月14日（金） ４カ月健診受診時～

７歳６カ月未満 富

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

４カ月児健診 ５月13日（木） 平成22年1月生まれ
志

１歳６カ月児健診 ５月20日（木）平成20年9月～ 10月生まれ

１歳６カ月児健診 ５月28日（金）平成20年9月～ 11月生まれ
富

３歳児健診 ５月28日（金）平成18年10月～ 12月生まれ

健健　　康康　　相相　　談談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30 志

こころの健康相談 ５月21日（金） 13:00 ～ 14:00 志

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です

◎がん検診日は、けんこうニュースに掲載しています

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育てすくすく子育て

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

５月13日（木）

乳幼児のお
子さんとお
母さんどな
たでも

15:30 ～
16:00

志
５月20日（木）

５月28日（金） 富

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

志

ゆう遊クラブ
５月11日（火） 志

５月25日（火） 富

モグモグ教室 ５月25日（火）

４カ月健診
後～１歳未
満のお子さ
んをお持ち
の人

10:00 ～
11:30 富

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防 【対象者】65歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

５月13日（木） 10:00 ～
11:00 やすらぎ荘

５月27日（木）

※ゆう遊クラブの催しは、９日はリフレッシュ体操、23日は工作をします。

※モグモグ教室に参加を希望する人は、事前に保健福祉センターまでご連
　絡ください。

　

志
賀
町
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
、
志
賀
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
志
賀
町
が
行
う
事
務

や
事
業
に
関
す
る
事
項
が
対
象
で
す
。

平
成
20
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
基
準

に
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
排
出
量
を
３
％
削
減
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　[

取
り
組
み
内
容]

　

電
気
や
、
公
用
車
・
冷
暖
房
の
燃
料

使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
に
「
昼
休
み

の
消
灯
」
や
「
不
必
要
な
箇
所
の
消
灯
」

「
公
用
車
の
急
発
進
、
急
加
速
を
控
え

る
」
な
ど
細
か
な
取
り
組
み
を
重
ね
て

目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

※
計
画
の
全
文
は
志
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

[

主
な
取
り
組
み
事
例]

・
昼
休
み
や
時
間
外
勤
務
時
な
ど
で
不

必
要
な
箇
所
を
消
灯
し
ま
す
。

・
冷
暖
房
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
温
度

管
理
を
行
い
ま
す
。

・
両
面
印
刷
や
裏
面
使
用
を
し
、
用
紙

の
削
減
に
努
め
ま
す
。

・
庁
内
で
の
連
絡
事
項
に
つ
い
て
は
、

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
し
、
紙
資
源
の

使
用
を
抑
え
ま
す
。

・
公
用
車
の
更
新
に
は
低
燃
費
車
や
低

公
害
車
の
導
入
を
図
り
ま
す
。
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ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
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５月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

５
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

３日（月）・10日（月）・17日（月）
・24日（月） ・31日（月）

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：00
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館 ☎32－1740  
　　　町内 IP 8 －32－1740      
 志賀町立富来図書館 ☎42－2777
　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎

○
神
苦
楽
島　

上
・
下　
　
　
　

内
田　

康
夫

○
真
昼
な
の
に
昏
い
部
屋　
　
　

江
國　

香
織

○
下
流
の
宴　
　
　
　
　
　
　
　

林　

真
理
子

○
光
媒
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

道
尾　

秀
介

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

５
月
26
日
㈬　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

こ
い
の
ぼ
り
が
風
に
た
な
び
き
、
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
ど
こ
か
出
か
け
た
く
な

り
ま
す
ね
。
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
外
出
の

予
定
は
あ
り
ま
す
か
？
図
書
館
に
は
旅
行
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も

多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ね
!!

◆
お
す
す
め
の
本
◆

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

５
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
上
映
会

「
た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン
」

　

た
こ
や
き
の
神
様
の
力
で
誕
生
し
た
正
義
の

味
方
、
た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン
!!
タ
ン
ポ
ポ
村

の
平
和
を
守
る
た
め
に
今
日
も
５
人
力
を
合
わ

せ
て
活
躍
し
ま
す
。
た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン
の

誕
生
か
ら
野
菜
た
ち
の
反
乱
な
ど
楽
し
い
お
話

８
本
立
て
で
お
送
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
15
日
㈯　

13
時
30
分
か
ら

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

○
藤
田
智
の
つ
く
っ
て
食
べ
る
旬
の

　

野
菜
葉
菜　
　
　
　
　
　
　

藤
田　
　

智

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ミ
ズ
ナ
な
ど
、
家
族
の
健
康
を
支
え
て
く
れ
る

葉
菜
。
そ
の
育
て
方
を
、
土
づ
く
り
か
ら
収
穫

ま
で
手
順
を
追
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。
各
葉
菜
の
効
能
や
料
理
レ
シ
ピ
も
是

非
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
寂
聴
・
生
き
方
見
本

瀬
戸
内　
寂
聴

　
「
男
が
得
か
、女
が
得
か
」
と
い
う
こ
と
、「
迷

い
深
く
な
る
」と
い
う
こ
と
、「
燃
え
て
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
瀬
戸
内

寂
聴
が
、
吉
行
淳
之
介
、
遠
藤
周
作
、
江
國
滋

ら
と
生
き
方
に
つ
い
て
時
に
は
熱
く
語
り
合
い

ま
す
。
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
対
談
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

○
ち
ゅ
う
し
ゃ
な
ん
か
こ
わ
く
な
い

穂
高　

順
也

　

今
日
は
注
射
の
日
だ
け
ど
、
ぼ
く
は
注
射
が

だ
い
っ
き
ら
い
。「
今
す
ぐ
こ
こ
か
ら
逃
げ
出

し
た
い
」
と
い
う
ぼ
く
の
気
持
ち
が
、
に
ゅ
っ

と
ぼ
く
の
体
か
ら
抜
け
出
し
て
…
。
注
射
ぎ
ら

い
が
治
る
（
？
）
か
も
し
れ
な
い
、
ホ
ン
ワ
カ

爆
笑
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す
。

○
乱
心
タ
ウ
ン　
　
　
　
　
　
　

山
田　

宗
樹

○
命
も
い
ら
ず
名
も
い
ら
ず　

上
・
下　
　
　

山
本　

兼
一

○
き
も
の
箪
笥　
　
　
　
　
　
　

澤
地　

久
枝

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康
大
百
科　
　
　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会

○
新
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　
　

村
上　
　

龍

志賀町立図書館

「１階展示コーナーのお知らせ」
　５月１日（土）から５月30日（日）まで、『そうだ！でかけよ
う♪』と題して展示を行います。
　ゴールデン・ウィークにちなんでガイドブックや旅行に関
するエッセイをそろえました。旅行の予定がある人は旅行の
参考に、ない人も旅した気分を味わえますよ。深緑がまぶし
い季節です。気候に誘われてどこかでかけてみませんか？
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★★５月行事予定★５月行事予定★
　１日（土）
１２日（水）
２３日（日）  
２９日 (土)

家族に贈るカード作り
グラウンドゴルフ
ペーパークラフト（ぞうさん）
移動児童館(中甘田公民館)

13：30 ～
15：30 ～
13：30 ～
10：00 ～

３日（月）、４日（火）、５日（水）、16日（日）

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

小
物
作
り
（
ハ
ー
ト
の
入
れ
物
）

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

二
色
の
色
紙
を
選
び
、
市
松
模
様
の

よ
う
に
組
ん
で
い
き
ま
す
。
初
め
は

色
紙
の
組
み
方
に
四
苦
八
苦
し
て
い

ま
し
た
が
、
慣
れ
る
に
つ
れ
、｢

少

し
ず
つ
入
れ
物
の
形
が
出
来
上
が
っ

て
い
く
の
が
面
白
い｣

と
一
所
懸
命

作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
も
ち
手
に

折
り
紙
で
作
っ
た
バ
ラ
の
花
を
飾

り
、か
わ
い
い
ハ
ー
ト
の
入
れ
物
を
、

心
を
こ
め
て
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
館
は
子
ど
も
た
ち
に
仲
間
と

の
遊
び
の
場
を
提
供
し
た
り
、
楽
し

い
教
室
や
季
節
の
行
事
な
ど
を
企
画

し
、
児
童
の
健
全
な
育
ち
を
支
援
す

る
所
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
の
遊
具
、
コ

ミ
ッ
ク
、
ビ
デ
オ
等
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
施
設
と
し

て
、
祝
日
、
第
３
日
曜
日
、
年
末
年

始
を
除
き
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
児
童
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
展
開
図
を

使
っ
て
、
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
、
切
る
、
貼
る
、
組
み
立
て
る
と

　

児
童
館
で
遊
ぼ
う

　　　★申し込み、お問い合せは
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724
　　　　　　　　　町内IP 8-32-1724

小
物
作
り

い
っ
た
基
本
作
業
に
、
集
中
力
と
根

気
で
取
り
組
み
ま
す
。
球
形
の
顔
の

組
み
立
て
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
ど

の
子
も
一
枚
の
平
面
の
紙
か
ら
、顔
、

身
体
と
各
パ
ー
ツ
を
作
り
、
リ
ア
ル

で
か
わ
い
い
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え

　

３
月
31
日(

水)

、
児
童
館
裏
の

畑
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
植
え
を
体
験

し
ま
し
た
。
お
イ
モ
の
芽
の
出
て
い

る
部
分
を
確
認
し
、｢

大
き
な
お
イ

モ
に
な
っ
て
ね｣

と
声
を
か
け
な
が

ら
、
等
間
隔
に
お
イ
モ
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。
男
の
子
は
鍬
で
畑
を
耕

し
た
り
、
土
を
か
け
た
り
と
い
う
作

業
に｢

や
り
た
い｣

と
積
極
的
に
ト

ラ
イ
。
子
ど
も
た
ち
は
春
の
陽
光
を

受
け
な
が
ら
、
豊
作
を
夢
み
て
楽
し

そ
う
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

移
動
児
童
館
の
ご
案
内

　

今
月
の
移
動
児
童
館
は
中
甘
田
地

区
で
す
。
５
月
29
日
㈯
10
時
か
ら
中

甘
田
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
く
る
く

る
ま
わ
す
と
、
本
物
の
シ
ャ
ボ
ン
玉

の
よ
う
な
丸
が
で
き
る
「
シ
ャ
ボ
ン

玉
ス
テ
ッ
キ
」
を
作
り
ま
す
。
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

☎
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戸別所得補償モデル対策の加入申請などについて
　戸別所得補償モデル対策が４月からスタートし、加入申請などの受付が開始されています。

　加入対象者は、加入申請書や作付面積確認依頼書など、志賀町地域水田農業推進協議会（志賀町農林水産課、ＪＡ志賀、

ＪＡはくい）にありますので申し込みをしてください。（記入用紙は志賀町のホームページからもダウンロードできます。）

※ＪＡに出荷する人には、先に提出した細目書などのデータに基づき加入申請書や作付面積確認依頼書に必要事項を記入
したものがＪＡで作成（６月上旬頃）される予定となっています。加入申請などを行う人は、ご利用ください。

■加入申請等の申込期間　平成２２年４月１日～６月３０日まで

■加入対象者　米のモデル事業は「生産数量目標」の範囲内で主食用米の生産を行った販売農家・集落営農のうち、水稲
共済加入者または 21 年度の出荷・販売の実績のある人
　自給率向上事業は、自給率向上のために水田で麦・大豆・そば・米粉用米・飼料用米・加工用米などを生産する販売農
家・集落営農の人

制　制　　　度　度　　　の　の　　　概　概　　　要要

◆米のモデル事業（米戸別所得補償モデル事業）

交付単価（全国一律）

10 ｱｰﾙ当たり
定額部分 １. ５万円 （恒常的なコスト割れ相当分の助成）

変動部分 平成 22 年産の販売価格が、過去３年の販売価格を下回った場合にその差額を基に算定

　交付対象面積　主食用米の作付面積から、自家飯米・縁故米用に供される分として一律１０アールを差し引いた面積
　※調整水田などの不作付地を有している場合は、不作付地となっている水田の地番・面積・改善計画などを町に提出し認定を受ける必要が
　　あります。（加入申請などの申込窓口で提出可）

◆自給率向上事業　( 水田利活用自給力向上事業 )

作　　　　　　　　物 単価（10a 当たり）別途経営所得安定対策による助成(※１）
大麦 ３．９５万円※２ ２．８万円
大豆 ３．９５万円※２ ２．７万円
飼料作物 　０．４万円※２
新規需要米（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米・WCS 用稲    ８．０万円　　
そば・なたね・加工用米    ２．０万円　　
その他作物    ０．２万円※２
二毛作助成（主食用米と戦略作物または戦略作物（※３）同士の組み合わせ）    １．５万円　　
※１　経営所得安定対策の大麦、大豆の助成単価は、北陸地域の平均単価です。　※２　現在調整中の単価です。決定後も単価は実際の県全体の作付面積に
より変更になる可能性があります。大麦・大豆を年内払いする場合は、一部支払い（3.95 万円のうち 3.6 万円分となります）。　※３　戦略作物とは麦、大豆、
飼料作物、米粉用、飼料用、バイオ燃料用米、WCS 用稲、そば、なたね、加工用米です。

激変緩和調整枠　必要に応じ、地域協議会単位で加算が行われます。
お問い合わせ先　

志賀町地域水田農業推進協議会事務局　志賀町農林水産課　☎３２-９２２１　町内ＩＰ８-３２- ９２２１

◆米のモデル事業（米戸別所得補償モデル事業）

◆自給率向上事業　( 水田利活用自給力向上事業 )

広報しか４月号に「緊急時の指定避難場所一覧」を掲載させていただきましたが、「清水今江」、「田原」、「矢田」集落の
表記が漏れていました。お詫びして訂正いたします。

施　設　名 災害区分 避難対象（想定）集落豪　雨 津　波 原子力
堀 松 小 学 校 ○ ○ ○ 堀松、緑ヶ丘、梨谷小山、北吉田、清水今江、末吉、矢蔵谷、猪ノ谷、出雲
志賀町林業拠点センター ○ ○ ○ 堀松、緑ヶ丘、梨谷小山、北吉田、清水今江、猪ノ谷、出雲
上 熊 野 小 学 校

○ ○
長田、釈迦堂、直海、松木、小室、米町、大笹、牛ヶ首、田原、五里峠、
直海住宅上 熊 野 公 民 館

土 田 小 学 校
○ ○ 徳田、矢田、代田、仏木、舘開、新林

土 田 保 育 園
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当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

２日
(日)

とどろき医院（小児） 羽咋市鶴多町 22-7855
鶴多あおぞら薬局 羽咋市鶴多町松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

３日
(月・祝)

岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921 クスリのアオキ羽咋
アオキ二階堂薬局 羽咋市石野町岩脇医院(耳鼻咽喉科） 羽咋市的場町 22-0131

４日
(火・祝)

疋島クリニック（外・胃腸・内） 羽咋市旭町 22-1205 羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田
おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町 22-8858

５日
(水・祝)

ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来地頭町 42-2300
ヒ ラ バ 薬 局 羽咋市川原町松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011

９日
(日)

加藤病院（外・胃腸・内） 志賀町高浜 32-1251 高 田 薬 局 羽咋市川原町保志場医院（内） 羽咋市的場町 22-0125
16日
(日)

志賀クリニック（内） 志賀町高浜 32-5307 プリスケア薬局 志賀町高浜町
田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町 22-0026

23日
(日)

四蔵医院（内） 志賀町仏木 37-1030 カ ワ サ キ 薬 局 羽咋市旭町
松沼医院(内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188

30日
(日)

新谷医院（胃・循） 志賀町末吉畷 32-3311 赤 川 薬 局 志賀町末吉
保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

５

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

３

総人口 23,621人

男 11,194人

女 12,427人

世帯数 8,079世帯

( ４月１日現在)
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志賀町住宅用太陽光発電システム設置補助をはじめました。
　志賀町では、地球温暖化防止をはじめとする環境保全対策の一環として、町内でのクリーンエネルギーの導入を促進す
るため、住宅用の太陽光発電システムの設置にかかる費用の一部を補助します。

補助対象者
　町内に自ら居住する居住する住宅に新品のシステムを設置する個人または自ら居住するために新品のシステム付き住宅
を購入した個人が対象となります。
※事務所や店舗、賃家などにシステムを設置する場合や設置者が法人の場合は補助対象とはなりません。
補助金額
　7万円／ KW×システムの最大出力（4KWまで）または、補助対象事業費の 10 分の 1の金額のいずれか低い額です。
　最大で 28 万円までです。1,000 円未満は切り捨てとなります。
補助期間
　10 年間（平成 22 年 4月 1日以降に着工～平成 32 年 3月末日までに設置を完了した人）
補助金を受けるための手続き
　システムを設置する人は、設置工事の前（住宅購入前）に「補助金交付申請書」を提出してください。
データを提供していただきます
　補助を受けた人は設置後、２年間は統計資料収集のため、発生電力量などのデータを提供していただきます。
　また、エコライフを意識していただくためのチェックシートの記入にご協力ください。
ほかの補助との併用
　国や県の補助制度と併用できます。

お問い合わせ・申請窓口　志賀町生活安全課　☎ 32-9321　町内 IP8-32-9321

「火災かな？」と思ったら２２－２９９９をダイヤル
　消防では、火災発生の場合、消火活動に妨げとなる野次馬対策として必要最小限の範囲で「サイレンを吹鳴」していま
す。( ただし、消防団員は、直接携帯メールで招集しています。)
　しかし、昨年の町のタウンミーティングで、「火事があったことすらわからない。もう少し何とかならないか」との意
見が多く出されました。町や消防本部で検討した結果、平成 22 年から鎮火後になりますが、建物火災の場合に限って火
災の発生した地区と消防分団を招集した地区を対象に、防災行政無線および各家庭のＩＰ端末により、火災のてん末をお
知らせすることになりました。ご理解をお願いします。
　サイレンが聞こえるなど「火災かな？」と思ったら２２－２９９９をダイヤルしてください。消防本部の自動メッセー
ジで情報が流れます。( 一番早く正確な情報が得られます。)

お問い合わせ　志賀町生活安全課　☎ 32-9321　町内ＩＰ 8-32-9321

( 徳田 )( 父 : 哲也　母 : 由妃絵 )

ご飯が大好きな結麻です。元気で芯の強
い女の子に育ってね！
これから、家族みんなでたくさん旅行へ
行き楽しい時間を共に過ごそうね。

( 八幡 )( 父 : 宏樹　母 : 咲子 )

バレンタインデーに生まれた凜々。パパ
に最高のプレゼントになったね。じい
ちゃん、ばあちゃんのいる八幡と福浦に
たくさん遊びに行こうね。

( 富来領家町 )( 父 : 真輝　母 : 珠代 )

5 月で 1歳になります。知花は兄ちゃん
が大好き。一緒にいる時が一番うれしそ
うでいつも真似っこして遊んでいます。
そんな二人を見ているととっても幸せで
す。これからも二人で仲良く遊んでね。

小門前　結
ゆ ま

麻ちゃん 稲垣　凜
り り

々ちゃん 岡　知
ちはな

花ちゃん


